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学校教育目標「全力で、最善の生き方を追求する生徒」 

令和６年度 第１２号３月３日発行 

宮代町大字須賀１４２６－１ 

℡ 0480-33-1326  Fax 0480-33-1793 

ＨＰアドレス  
https://www.fureai-cloud.jp/sukachu/ 

日 曜 行事 

１ 土  

２ 日  

３ 月 県公立追検査 1,2 生三送会練習 

専門委員会（まとめ） 

４ 火 三送会練習 準備 

５ 水 三送会 

６ 木 県公立入学許可候補者発表 

７ 金 ３年給食終了日 ３年生の話を聞く会 

２年日工大サイエンスプロジェクト 

4,5 組卒業を祝う会・買い物学習 

８ 土  

９ 日  

10 月 1,2 年卒業式練習 

11 火 卒業式全体練習 

12 水 卒業式予行 

13 木 卒業式全体練習 卒業式準備 

14 金 第７８回卒業証書授与式 

15 土  

16 日  

17 月 給食終了日 ２年授業参観・保護者会 

３年臨時休業（～３／２６） 

18 火 短縮日課３H 授業 

１年授業参観・保護者会 

19 水 短縮日課３H 授業 

20 木 祝・春分の日 

21 金 短縮日課３H 授業 全校集会（表彰） 

ふれあいデー 

22 土  

23 日  

24 月 短縮日課３H 授業 小学校卒業式 

25 火 大掃除 

26 水 修了式 

27 木 学年末休業日 

28 金  

29 土  

30 日  

31 月  

 

 

全力

「強い思い」と「叶える力」 

 
 

 

 

第７８回卒業証書授与式 

令和７年３月１４日（金）9：20開式 

 保護者の皆様は、8：50～9：10 ま

でに受付をお願いいたします。また、

歩道橋工事のため、自転車は須賀中

学校駐輪場にとめてください。 

 

 

 

須賀中 PTA より防災用備品をたくさん頂

きました。いざという時のための備えが整

い安心です。ありがとうございました。 

 ３日間雪の降りしきる中でしたが、生徒

たちは寒さに負けずスキーや雪上レクを

楽しんでいました。寝食を共にして仲間と

の絆を一層深める体験となりました。 

 東京での班別行動を通して、楽しい思い

出をつくることができました。また、自分

たちで考え行動することや仲間との信頼

関係の大切さを学校の外で学ぶ機会とな

り、来年の修学旅行に向けて課題も見つか

りました。 

 来年度の新１年生と保護者の皆様が集

い、説明会を開催しました。新入生のとて

も真剣に話を聴く姿が印象的でした。春が

待ち遠しいですね。 

第９７回選抜高等学校野球大会が今月、甲子園球場で行われます。埼玉県からは

浦和実業学園高等学校が関東地区代表に選ばれ、創部から５０年、春夏通じて初の

甲子園出場を決めました。浦和実業学園の野球部員の多くはさいたま市内、もしく

は川口、草加といった近隣の中学校出身で、寮もなく、県外生も電車通学が可能な

地域から通っているそうです。 

その中で、５番を打ち、背番号２をつける選手がいます。2 年生の野本大智君で

す。彼は本校の卒業生で、先日、友だちと一緒に母校訪問に来てくれました。 

野本君が須賀中学校卒業時に、私に送ってくれたメッセージがあります。そこに

は、「真剣にやっていれば大丈夫だよと言ってくれた言葉に心が打たれました。だ

から失敗や間違いをしても何事も全てがんばろうと思いました。高校では野球を本

気でがんばります。」と書かれていました。私との関わりの中で「がんばろう」と

思ってくれて、実際に高校野球を本気でがんばり、そして甲子園出場という快挙を

成し遂げたことに、今度は私の心が打たれました。 

昭和 61 年、今から約 40 年前に発行された「須賀中四十年誌」という記念誌の

中に、昭和 34 年度卒業生の方が記した投稿文がありました。そこには、「当時、

私は野球部に籍を置いていたが、ひとつだけ残念なことがある。それは、今まで、

数多くの野球部の卒業生がいる中で、まだ、誰一人として、あの甲子園の土を踏ん

だことがないということだ。後輩諸君に、ぜひ実現してもらいたいものだと切に思

っている。」と書かれていました。野本君は須賀中時代はシニアに所属していまし

たが、須賀中在学中に野球に力を入れた先輩と後輩の思いが、４０年の時の中で繋

がったということは素晴らしいことです。（その後の調べで、須賀中卒の甲子園出場者は
野本君が初めてではないらしいということもわかりました。） 

 リチャード・バックというアメリカ人の作家は「願い事が生じるときには、同時

に必ずそれを叶える力が与えられる」と言っています。強く願い、そのときに与え

られる「叶える力」を十分に発揮すれば、願い事は叶うということだと思います。

強い思いと努力の双方が、成功への鍵と言えるでしょう。 

第９７回選抜高等学校野球大会は 3月 18日に開幕します。甲子園でがんばる先

輩以上に、現役の須賀中生も、まもなく始まる新たなステージ、特に 3年生は新た

な世界でがんばってくれることを期待します。 

最後に、保護者・地域の皆様、令和 6年度 1年間、ありがとうございました。 
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